
◆避難場所：一時的に滞在する施設・場所です。
◆避難所 ：一定期間生活するための施設です。
なお、「洪水・土砂災害・地震」の右に「×」印がある
施設は、その災害の避難場所として開設しません。
◆土砂災害警戒区域内は、立ち退き避難を原則とします。

◆避難場所に行くのが危険な場合は、屋内（ご自宅の２階など）
 で安全を確保することも「避難」です。

◆災害から避難するときに最初に持ち出す「非常持出品」を
 用意しておきましょう。
  ＜非常持出品の例＞
  非常食、水、懐中電灯、貴重品、常備薬、お薬手帳 等

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

 

【雄神学区に影響を及ぼす洪水浸水区域】　●旭川・百間川（旭川流域の48時間雨量257mm）　　●吉井川（吉井川流域の48時間雨量270mm）　

●砂川（砂川流域の48時間雨量268mm）

 


